
福岡市埋蔵文化財センタ一年報

第 1号

昭和56年度

1 9 8 2年



あ し五 去」 つ

福岡市は先史時代より大陸との文化交流の門戸として栄え、歴史的遺産である

貴重な埋蔵文化財が多く包蔵されている地域でありますが、近年の緊急発掘調査

により出土した遺物は膨大な量にのぼります。埋蔵文化財センターは、各所に分

散保管されていた貴重な遺物や調査記録類を収蔵、整理、研究し、これらを広〈

市民に展示公開し、埋蔵文化財保護思想、の普及啓蒙を図る文化施設として、昭和

57年 2月22日に開館しました。準備から開館までの聞にょせられました市民及び

関係者各位の絶大なる御指導御支援につきましては、深〈感謝いたします。

このたび、開館までの経緯を含めた年報第 l号（昭和56年度）を刊行すること

になりました。本書が埋蔵文化財をとおしての郷土愛の醸成及び当センターの今

後め運営の指針ともなれば幸甚と存じます。関係者各位の労を多とするとともに、

埋蔵文化財センターの今後の隆盛を期待いたしまして御挨拶にかえます。

昭和57年5月

教育長西津茂美

昭和57年2月22日に福岡市埋蔵文化財センターが、わが国最古の稲作農耕集務

跡として著名な国指定史跡板付遺跡と裂棺墓地である国指定史跡金限遺跡とに固

まれた博多区井相田に開館しまして、はや3ヵ月を経過し、一般市民、各桶団体

等多数の見学者を迎える現在、準備期間も含めた 8年聞の歩みを年報の創刊号と

いたすことは、当センターにとって記念すべきことであります。一口に 8年間と

言えは‘短いようにも感じられますが、多くの市民各位の絶大なる御支援御協力、

関係者各位のたゆまざる努力と精進により さまざまな問題を克服してようやく

開館にこぎつけたことを思いますと感慨深いものがあります。

当センターは、貴重な歴史的遺産である埋蔵文化財を収蔵、整理、研究し、、

れらを広〈市民に展示公開する施設でありますことから、今日の、生雄教育の急

速な高まりのなかで、その充実と向上に一役をお1うユニークな文化施設として発

展させていきたいと念願いたしております。

昭和57年 5月

所長 ,-Lー’‘

毛
炉」」，

女 士
口
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設置の趣旨

九州の主者IHM！，潟市は、先史時代以米一衣，：；；：水の玄界灘をはさんて似下核する1ft[tij •朝鮮の文化

を五五受するわが｜誌の門戸として、大きな役；lflJを来たしてきた。

JJU1：は、九州の11:1似者llrli、国際都市として、政治、続出、文化等の1/1iでえ（pたな発反をつづけ

ている。

そのため、人口の増加も竹：しく、各航のこi二地開発も急激に.J,//}JIIして、これにともなう州政文

化財の緊急発.／l:1¥;il母子Eによって出土した造物や綿布記鈷rnは、膨大な：：1：：にのぼる。

t-M11母子Ii既成文化財センターは、各所に分散保管していた i'i:!T(なi立物や誠Uf記；UNiを－：：：（：に集

めて収蔵し、その一斉l；を！固定ぶして資料のj古川をはかる詰（1'0をもって設；i'i'されたもので、ある。

埋蔵文化財センターの開館まで

日目利148:tj三位

i昭和149年度

11(1 手Ll53if~ 4 JJ 

11(1干Ll53・54.fj三！支

H日干ll55iF6 JJ 

6Jl7EI 

8 JJ 7 El 

8月31El 

lOJJ 14日

12JJ 26 El 

12 Jj 28日

11(1千ll56inoJJ 23 El 

• 111 rf1リと公民館等に分散1ltミi(:1＇している発 J/:1:資料の…j'，刊わ｛：誌と資料1t.flllが

できる.111!.蔵文化HH/1成時の＠；設げj恕がJ年ち i：カ、る 0

・.l'l!.11＇：長文化 lけセンター建設的主！が持ちj：がる。

. .l:'ll政文化財センターの設置決定

－主主設)l]地選定作業

・4ι；；支JIHtl!.11'.l；，ι

• ;).l~;,j，：設／［·

・建設予定地内の.l'llii'，弘

文化財の有無fi'{fi；也、の

ための試-t1:1i,v，~公

－実施，t主計

・9主，l立ffll也購入

．工学入札

. T.!J¥・oi''i'工

12}]21 1二i ・条WIJihlJ定 . 』i止ti発令

昭和57年 1月25El ・条例施行HlHIJ制定

2月 . /:H~J:.造物の搬入

2月22日 ・ Im館式挙行 －条例、条例施行規！！I］の地行
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業務内容

1.遺物の収蔵、分類、整理に関すること。

2.木器、金属器等の科学的保存処理に関すること。

3.埋蔵文化財の調査記録類の分類、整理、保存に関すること。

4.収蔵した遺物や調査記録類の公開・展示に関すること。

5.埋蔵文化財についての相談に関すること。

6.収蔵資料の貸出しに関すること。

7.収蔵資料の図録・目録の刊行に関すること。

8.埋蔵文化財保護思想普及のための公開講座に関すること。

9.収蔵資料の保存方法、収蔵方法等の研究に関すること。

10. その他、埋蔵文化財に関すること。

工事の概要

( 1 ）所不正地 福岡市博多区井相田二丁目 1番94号

( 2 ）敷地面積 4,000m' 

( 3）構 造 鉄筋コンクリート造3階建一部2階建

1,015m' （延床面積 1,992m') 
千円 千円 千円

( 4 ）建築面積

( 5 ）事業費 504,063 （工事費 483,056 設計監理費 21,007 ) 
千円

収入内訳（国庫補助金 65,000 
千円

市負担金 439,063 ) 

( 6 ）工．期 着工昭和55年12月28日 竣工昭和56年10月23日

( 7 ）主要施設 1階事務室、エントランスホール、展示室、木器保存処理室、荷解室

2階 資料室モ理室、写場、日I)"室、収蔵展示室、講座室

3階 記録類収蔵室、製図室、金属器保存処理室、特別収蔵室

屋上ペントハウス

屋外木器用プール

( 8 ）設 備 空気調和機器、放送機器、防災機器、視聴覚機器、写場調光機器、木器保

存処理機器（p E G含浸装置）、移動式書架、エレベータ一、遺物運搬用リ

フト
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施設と規模

延床面積…...l ,992m' 

階 798m'

エントランスホーlレ 123m' 

展示室 167m' 

木器保存処理室 40m' 

荷解室 144m' 

事務室 66m' 

警備員室 9m' 

機械室 129m' 

その他 120m' 

2 階 740m'

資料整理室 58m' 

講座室 140m' 

写場・暗室 63m' 

収蔵展示室 345m' 

その他 134m' 

3 階 415m' 2階平面図

記録類収蔵室 125m' 

製図室 37m' 

金属器保存処理室 73m' 

特別収蔵室 52m' 

その他 128m' 

屋上 39m' 

ペントハウス 39m' 

3階平面図
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館案内

1階 エントランスホール

博多区下呉服町出土の碇石を、ま

た、 iEHtlの盟国には博多匹宝満尾遺

跡tl:l土の明光銃を実物の約20倍のレ

リーフで展示しています。

1階休憩コ…ナ一

見学できる市内の遺跡、現者i：発掘

調査中の遺跡及び市内とその問辺の

考古資料展示室をもった施設さ字をこ

案内しています。また、隆史年表、

各般展覧会のボスタ

います。

も掲示して

1階 オープン展示コーナー

弥生土昔話ゃな＇.iJl（器の破片、石斧、

f!！！摘み呉（石j包丁）、石器の局、材料で

ある黙殺折、弥生時代前期の炭化米

等を手にとって見られます。

H'皆平面図
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1階展示室

市内の！日石器時代から江戸時代に

いたる代表的遺跡を壁面型地図模型

に表示し、福岡平野が古くから開け

ていたことが理解しやすくなってい

ます。また、埋蔵文化財の発見から

保存にいたる過程を写真・文字ノfネ

ルと出土泣物等を用いて解説、速報

コーナーでは最新の発掘資料を展示

し、埋級文化財についての理解を深

めていただきたいと考えています。
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2階資料整理室

／］＇，二十J立物のt/Ull¥・復）Ji｛作業時には

窓越しに内部が見＂＇f：できます。

2階講座室

16ミリ W!(1f機、スライ j<'II央写機、

ビデオ、 OH P等の視聴党機器を用

いて考i"i?c'f：議)gf~j三を開iW します。

2階収蔵展示室

市内各所から出土した考古資料を

ー ω 式で収蔵し、その一部を展示し

ており、既成文化財がより身近に感

じとれます。見学ご希設の）jが受付

にE)Jしillれば、ご案内します。

2階平面図
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3階図書コーナー

記録類眼球室で考古学関係図書の

閲覧ができます。

3階平頭図

1手上

埋蔵文化財センター図書分類法
A 考古伊関係 M 総誌；（論文t，カ ド、恭一者名カ ド）

A 0 総自治、通史、概説 J ジュニア

A 1 殺さ？、全集、講座、符！？ュ＃ミ K 主！！；二上限］係

A 2 諭文、 B論文集、 ，Wii言｛集 KO 1Lfl・I 

A 3 Wli主諸干J↓，"j:・（人：／：（［C'）＇：、こi二f待、 f1.:fti-なと） K 1 在，＼岡県

A4 資料集（12] l¥hi・災il!IJ医］）、淡覧会1215ま・日H K 2 f友filJf¥

A 5 '.lj：山総（こt:.%品、石器、 i'al•l 紫、初、日誌など） K 3 Bf／民Wf¥

A6 IEI石器Iii]＇代 K4 熊本県

A 7 純文時代 K5 大分以

AS 弥生II年代 K6 ri崎県

A 9 ii主'tll,H℃ K7 鹿児山県

A 10 ff）＼史l時代 K 8 i1!1測りi¥

Al l 紘 K9 はlCl ~A 

H 幸IH出！？（在日i江府県日lj、t1，＼附以内は計jilj,5jlj) ※外お！｛立Nl〕CにiV,ずる。

受贈図書一覧
春日布教育委員会

「ililノ｝京支足跡右下J 若手日rl1文化財fJIJ交報告さ？ ヨ'nl
Mミ 1981年

大野城市教育委員会

「1111,1弘法跡IIJ 大野城市文化財調査報告？と 第6

集 1981年

「斗二新王子旺1祭問卜」 大野城市文化財治Bを報告書

第7集 1981王手

「大野城市の民俗⑤」 大野城m文化財fJIJ資報告fil:
第13集 1981年

九州歴史資料館

「大宰府史跡昭和55年度発仮調交概報」 1981:fp 

佐賀祭教育委員会

「経塚山古墳」 浜±.llfJ文化財調盗報宏容 第l集

1980年

「縦方))l{jfi跡J rjc1賢建設 1981年

「JJJi，ノj工irk跡」 三十m町教育委員会 1981年
「安田遺跡」 依1'i県教予言委員会 1981年
リLfl・I横断自動車道関係長j!_統文化財発掘総資概報J

佐J'l県教育委員会 1981:fp 
「jljlJ[j遺跡；」 佐t'i県文化財調査報告設i f'tl60集

1981年

「）刊誌子育原iな跡」 佐m込文化財溺獄事長公設
第61~ 1981年
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「上場の文化財（ 1 ) J 1t.1'i県文化財調査報告議
第句集 1981年

唐津市教育委員会

「久泉大卒回巡閥；J 唐津市文化財調査報告 第 1

集 1980年

「柏崎松本遺跡」 庶i京市文化財調査報告 訴~ 2 !t 
1980年

佐賀県立博物館

「Jl11',前町！＇HBilflJ穴」 佐賀県立博物館談！Jlt研究f!!:
第6集 1980年

「本分貝塚」 佐m県立jJN.物館綿子五研究｛！｝ 第7耳5
1981年

熊本大学文学部考古学研究室

「ミド俗港逃跡J 研究室活動報告10 1981年

「カミノハナ古墳群」 研究室活動報告11 1981年

長崎県立美術博物館

「長1U奇際立美術博物館年報 昭和54年度」， 1981年

佐世保布教育委員会

「三川内ぢ芸足跡群緊急、石iTti員l！－調査報告一木原地蔵王子窯

跡の発1/ill語f.J'.ff.-J 1978年

「三／II内古窯跡若手緊急隊認翻盗報告一分布調査－J

1978.:¥ 

「Zさの本遺跡緊急調査概報昭和54年度」 1980年

r7-きの本巡跡」 佐世保子H主主総文化財ー調王監報管議；
1980年

平安博物館

「司王安京跡研究調主主報告」 第5斡 古代学協合

1981年

大和／Il・今池透跡調査会
「大和Ill・ 今池遺跡、III」 1981年

河内考古刊行会

「河内太平ミ宇宙.tJt群」 河内考古刊行会 1979ij:. 

京都府堤蔵文化財潟査研究センター

「京都府波紋文化財情報」 自IJ干Jj号 1981年

「京都府I！！！.政文化財情報」 第 2号 1981年

奈良市教育委員会

「奈良市J:!ll.蔵文化財総査報告諮： 昭和55年度J

1981年

尾張旭市教育委員会

「尾張旭干！？の古窯」 1978年

策京都埋蔵文化財センター

「多摩ニュータウンi立跡昭和55年度J

第 l分附～第4分冊 1981年

錫

「東京都埋蔵文化財センター正予報l 昭和55年度J

1981iJ:. 

埼玉県埋蔵文化財調変事業団

「崎玉県埋蔵文化財調査卒業団年報1J 1981年

浜松市教育委員会

「向山遺跡・谷山古墳1/'i'二発掘調査概報J 1982年

高知県教育委員会

「土佐国i!tr跡発ikll誠資報告会J 第 2-l/S 1981年

妨府市教育委員会

「jりJ府市文化財調査年報」 I( 1978年） II ( 1979年）

III(1980年）

朝日新関西部本社

「古代を1/alるJ 1978年

日本住宅公密九州支社

r，出総1ーもIii悶市iヒ慰霊；地遺跡 J 1980王手

西谷正

「日本考古学年報28 1975年版J 1977年

飛E喜怒雄

「日の出」 来Jl!!/1［町教脊委員会 1960年

「t仕界考古学大系」 5 平九千i 1960年
芹ii｛長介「石器II寺代の日本」 1960年

石83英一郎ほか「人類学」 東京大学出版会 1961年

「射的山」 永山町役場 1961年

「王子都i立跡、J 寿者II町教育委員会 1963ij:. 

「北iii巡の化石J 北海道地主件数宵iJ!i絡会 1964年

「栗山町の文化財」 菜山町教育委災会 1964年

日本人類与さ合「日本民族」 岩波書店 1964iJ:. 

藤森栄一「銅鐸」 学生社 1964年

V・G・チャイルド 近藤義郎訳「考古学の方法」

河出苦手房 1964年

杉原荘介「笈烏貝塚」 中央公論美術出版 1964.:¥ 

「日本の考古学J 1・2 i河出iAi「房 1965年
迷藤邦彦編「考古学・地質学の年代を決める炭素に

よる年代ii判定」 ニュー・サイエンスネ土 1965年

「呼I聖子iJJ先生の歩みー武蔵野の花の銘ー」 1968年

金紫雲t弱者二「粉角平総日俳典J 1972iJ:. 
和村iJl、「東海の先史逃跡一総括縦一」 1975年

明治大学考古学専攻講座「駿台考古学論-Us1・2J

1975年

「考古学手帖」 11～26（合本）

「私たちの考古学」 9・11・12

「考古学研究」 34・35
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資料の整理保存処理施設

...荷解室（ 1 F皆） AlKi先コーナー（ 1階）

V木器保存処理窓口階）

企写場（2階） ...暗室（ 2階）

物

5
4州
戦
災
十
芝
、
九

階内／」塗一一小辰蔵V〈
H
U
M

－
 
v
 

V収蔵展示室（2階）
ハー弓

d
i
重
量
圃

EEFBEe－－／
i
i
h
E盟
理
工
淘

R
L
圃

．
 il' 
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A金属器保存処理室（ 3階） A製関室（ 3階）

A将司IJ収蔵室（ 3階） A記録類収蔵窓（ 3階）

Aペントハウス（度上）
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機構 と 職員構成

(I) 機 構

部一寸「」ト」文埋少歴化課年文化会館
教育委員会一一文化

史資料館

蔵文化財センター

(2）職員構成

術吏員 1名

務吏員 1名

化財主

業者委託ー」「警備員 l名

掃員 1名

職員名簿

職 名 氏 名 摘 要

所 長 三宅安吉 事務吏員

管理係長 千鳥義太郎 事務吏員

文化財主事 飛高憲雄 技術吏員

技術吏員 山 口譲治

事務吏員 徳永寛樹

事務補助員 古川恭子 臨時職員

事務補助員 清水裕子 臨時職員

事務補助員 高木静代 臨時職員

事務補助員 佐藤英子 臨時職員

警備員（夜間） 寺本宗義 業務委託会社出向職員

警備員（夜間） 陣内 勉 業務委託会社出向職員

j青 掃 員 宮口節技 業務委託会社出向職員
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業務概要（昭和53年度～昭和56年度）

昭和53年4月 ・建設用地選定作業が始まる。

昭和55年6月 ・建設用地が内定する。

6月7日 ・建物の基本設計及び実施設計の契約を株式会社汎建築設計事務所と締結

する。（基本設計 ～χl 実施設計 ～%） 

6月17日 ・設備の基本設計及び実施設計の契約を有限会社蟻設備設計事務所と締結

する。（基本設計 ～%・ 実施設計 ～%。）

8月7日 ・建設予定地内の埋蔵文化財の有無確認調査を行う。（～%）

10月14日 ・建設用地を購入する。

12月27日 ・建物の工事契約を株式会社岩堀工務店と締結する。

昭和56年8月19日 ・スチール棚の移送を日立運輸株式会社に委託する。（%～%）

8月24日 ・電気設備保安業務を社団法人九州電気管理技術者協会の中村豊彦氏に委

託する。（1Yi～%） 

9月19日 ・外構工事のil!IJ量設計を有限会社大建測量設計に委託する。 （%～%）

10月23日 ・建物が完成する。

11月10日 ・讐備業務及び清掃業務を東京ビル撃美株式会社に委託する。

（讐備業務 l九～% i青%｝業務 %～%） 

12月9日 ・外構工事の契約を有限会社鮫島純土木と締結する。 (1九～弘）

12月21日 ・教育委員会文化部に開設準備担当職員が発令される。

－福岡市埋蔵文化財センタ一条例を制定する。

昭和57年 1月19日 ・展示室の展示施設製作を株式会社ケンラン社に委託する。（泊～%）

1月25日 ・福岡市埋蔵文化財センタ一条例施行規則を制定する。

2月3日 ・出土遺物の移送を目立運輸株式会社に委託する。（克～%）

2月9日 ・収蔵展示以用陳列ケースの移送を目立運輸株式会社に委託する。（%～%）

2月19日 ・収蔵展示室の展示施設製作を株式会社ケンラン社に委託する。（%～%）

2月22日 ・開館式会場設営を有限会社オークラに委託する。（%－%）

・館内装飾用柏木鉢借上契約をうらかわ園芸と締結する。（%～（χ1)

．開館式を挙行する 0

・福岡市埋11＇.比文化財センターが開館し、一課一係制となる 0

．福岡市埋蔵文化財センタ一条例lえぴ施行規則を施行する。

3月15日 ・館案内板の製作を東盟道路機材株式会社に委託する。（%～%）

__.. 
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年度別事業費 覧

建設費
（単位千円）

区 分 総事業費 昭和53年度 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度 f席 考

調 査 費 2,104 
（用地選定） （試掘調査）
300 1,804 

設計委託料 15,450 
（基本・実施設計） （測量設計）
14,600 850 

建設工事費 452,601 
（杭打工事） （建築・設備工事） 建排築本体昇、電降気機、、空調、
14,600 438,001 高台 水、 yゲス

外構工事費 30,455 30,455 フェンス、植栽、舗装

監理監督委託料 5,557 1,989 3,568 

初度設備費 30,000 30,000 図書、備品関係

展示台等製作費 8,888 8,888 展示室パネル、展示台等

遺物移送費 3,420 3,420 木器・土器・金属器等の移送

開館準備費 4,216 4,216 賃金、電話代等

事 務 費 800 400 400 

計 563,491 300 33,393 519,798 

※用地購入費を除く。

管理運営費
（単位千円）

区 分 昭和56年度 ｛賄 考

一般管理費 520 印刷消耗品、電話料、自動車｛昔上料

施設管理費 4,654 電気、水道、警備・清掃委託

資料分類整理費 1,357 賃金

計 6,531 
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開館式

祝福岡明文矢野当課F式典
毅

日時：昭和57年 2月22日 AMlO : 30～11 : 30 

会場：福岡市埋蔵文化財センター講座室

( 1 ）式典の経過

開式のことば

式 時福岡市長 進藤一見

あいさつ福岡市教育委員会

教育委員長 8木勘治

建設経通報告福岡市教育委員会

教育長 西洋茂美

祝 辞福i両県知事屯ヂi二光

（副知事代読）

福岡市議会

議長 大江健一

閉式のことは‘

(2）館内案内 AMll : 30～ 12 : 00 

テープカット（於展示室入口）

福岡県副知事 ！玉米 ~'t-

偏向rlit:三 進ij＇冬一馬

千五i[,lr]ni助役 手[I出始之

福岡市議会議長 大江健一

制岡市教育委員会

教育委主i長 白木：／YJif1

九州大学文学部教授 l刈崎倣

観覧

(3）出席者

際関係者（制｜潟県、制限県議会、 ti,¥
岡県教育庁）

ili関係者（福岡市、福岡市議会、制

i潟市教育委員会）

建設指導委員

制岡市文化財保護審議会委長

学繊経！後者

地工業者、報道関係者
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昭和56年度入館者の動向（昭和57年 2月23日～ 3月31日）

1.入館者統計

f固 人 入 官官 者 団 体 入 館 者

一般 学 生 一般 小学生 中学生 高校生 大学生
計 総

男 女 中 高 大
そ 百十

イ聾団本主
人 理数 人 手数団本f也〉 数 数

2月 215 82 94 9 8 17 。425 2 83 1 13 。
3月 400 189 209 35 24 41 22 920 18 779 4 159 。
計 615 271 303 44 32 58 22 1,345 20 862 5 172 。

2.年齢別入館者数（個人一般）

16～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60以上 5十
2月 。 47 69 54 60 67 297 
3月 。 96 170 134 97 92 589 
計 。143 239 188 157 159 886 

4.職業別入館者数

農水産林業
製造 卸小売 公務員

教員 その他建設 サービス 会社員

2月 3 8 27 117 11 26 

3月 10 11 14 267 21 62 

言十 13 19 41 384 32 88 

職業別入館者 地域別入館者

人 イ数団本 数人 イ数団本
人 イ数団本 数人

E十
数 数。。
。。
。。

主婦

53 

141 

194 

。。。3 96 521 。1 13 23 951 1,871 。1 13 26 1,047 2,392 

3.地域別入館者数

市内 市外

2月 375 146 

3月 1,340 531 

計 1,715 677 

無職 E十

52 297 

63 589 

115 886 

年齢別入館者
（個人一般）

5十
521 

1,871 

2,392 
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福岡市埋蔵文化財センタ一条例

（設置）

第1条 発掘調査等で出土した考古学的資

料（以下「資料」という。）の保存と活用

を図り、もって市民文化の向上に資する

ため、福岡市埋蔵文化財センター（以下

「センター」という。）を福岡市博多区井

相田二丁目に設置する。

（事業）

第2条 センターは、次の各号に掲げる事

業を行う。

(1) 資料の収集、整理及び保存に関する

こと。

(2) 資料を展示し、公開すること。

(3) 資料の専門的調査研究を行うこと。

(4) 前3号に掲げるもののほか、センター

の設置の目的達成に必要なこと。

（職員）

第3条 センターに所長その他必要な職員

を置く。

（入館の制限）

第4条教育委員会は、次の各号のいずれ

かに該当する者に対し、入館を拒み、又

は退去を命ずることができる。

(1) センターの管理上必要な指示又は指

導に従わない者

(2) センターの管理上支障があると認め

られる者

（資料の貸出し）

第5条教育、学術若しくは文化に関する

機関若しくは団体又は学術研究のため特

（夏官官官1:)

に資料を利用しようとする者は、教育委

員会の許可を受けて資料の貸出しを受け

ることがで－きる。

2 前項の貸出しは、資料の保管について

安全が確保できると認められる場合に限

り行うものとする。

（損害賠償）

第6条 資料の観覧者又は貸出しを受けた

者が、その責めに帰すべき理由によりセ

ンターの建物若しくは施設又は資料を破

損し、又は汚損して本市に損害を与えた

ときは、これらを原状に復し、又はその

損害を賠償しなければならない。

（委任）

第7条 この条例に定めるもののほか、セ

ンターの管理に関し必要な事項は、教育

委員会組則で定める。

附則

この条例は、公布の日から起算して 3月

を超えない範囲内において教育委員会規則

で定める日から施行する。

（昭和昨教規則第3号によリ
昭和57年2月22日から施行

百可
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福岡市埋蔵文化財センタ一条例施行規則

（霊長芸品目~2は）
（趣旨）

第1条 この規則は、福岡市埋蔵文化財セ

ンタ一条例（昭和56年福岡市条例第66号、

以下「条例」という。）の施行に関レ店、要

な事項を定めるものとする。

（組織）

第2条福岡市埋蔵文化財センター（以下

「センター」という。）の事務を行うため、

センターに管理係を置く。

（職員）

第3条 センターに所長、係長、吏員その

他の職員を置く。

2 前項の職員のほか、特定事務を担当さ

せるため、センターに文化財主事を置く

ことカfできる。

3 所長、係長及び文化財主事は、吏員の

うちから命ずる。

4 所長及び係長は、上司の命を受けてセ

ンター又は係の事務を掌理し、所属職員

を指揮監督する。

5 文化財主事は、上司の命を受けて担当

事務を処理する。

6 吏員その他の職員は、上司の命を受け

て分担する事務を処理する。

（職務権限の代行）

第4条 所長に事故がある場合、又は所長

が欠けた場合において、特に事務取扱者

を命じないときは、係長がその係に属す

る事務について所長の職務権限を代理し

て行う。ただし、重要又は異例な事務に

ついては、文化部長の指揮を受けなけれ

ばならない。

2 前項の規定により所長の職務権限を代

理して行う者がないときは、文化部長が

イTつ。

（開館時間）

第5条 センターの開館時聞は、午前9時

から午後5時までとする。ただし、教育

長は、必要があると認める場合には、予

れを変更することができる。

（休館日）

第6条 センターの休館日は、次のとおり

とする。ただし、教育長は、必要と認め

る場合には、これを変更し、又は臨時に

休館日を設けることができる。

(1）毎週月曜日

(2) 12月28日から翌年 1月4日まで

（入館者の心得）

第7条 センターに入館する者は、次の各

号に掲げる事項を守らなければならない。

(1) 所定の場所以外の場所で飲食し、喫

煙し、又は火気を使Illしないこと。

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ほす

行為をしないこと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。

(4) 所定の場所以外に立ち入らないこと。

(5) 職長が行う管理上必要な指示又は指

導に従うこと。

（貸出し）
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託しようとする者は、教育委員会に申し

出なけれは、ならない。

寄託を受けた資料の貸出しは、寄託者

の承諾を得て行うものとする。

（委任）

2 

条例第5条第 1J頁の規定による資

この:J;J;IJliJの地行に関し必要な事項

このか1則は、昭和57年 2月22日から泊行

する。

は、教育長が定める。

員U附

第10条

本｜の貸出しを受けようとする者は、福岡

市浬蔵文化財センター資料貸出許可申請

書（儀式第 l号）を教育長に提出しなけ

hiまならない。

条例第5条第 lI頁の規定による資料の

貸出しの汁可は、福岡市埋蔵文化財セン

ター資料貸出，i午可書（係式第2号）を交

付して行う。

（寄贈等）

20 

第8条

2 

Xは；会：センターに資料を；寄贈し、第9条

様式第2号様式第 1号

r1i岡iiiJ:!i!ii'，~文化財センター資料1'ill＼前可？！r九＼I吋市J:'l¥i政文化財センター資料貸出正l可申請書

" 万討「〉日JJ 年

El JJ 年r1，・；同市教育委員会教育長！政

MQ 住所

氏名

半日
出
叩

回

年 JJ 日巾：；h'i された資料の（自nr、~ . 

館外）貸出しについては、次のとおり，；＇r口Jします。

r/, 
教1th<: 

⑮ 

私i岡市出蔵文化財センタ一所蔵の資料の貸出し

（館内・館外）を受けたいので、九¥I面l可j.t'l'.ii政文化

財センタ一条例l施行持l!Wfi s条第 lJi'iのHli-Eによ

り次のとおり申請します。 資事lr, 

(J'.) 目

JUJ 

2 資料名

「HJ

ー川J

5司こ

3 

4 

J

l

 

（

l
 

h
u
u
Hい

日

JU] 

2 

3 
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収蔵資料 覧（遺跡名）

〔西区〕 〔早良区〕 〔南区〕 多々良（新幹線）遺跡

相原古墳群 有国・小田部遺跡 井手古墳群 和白遺跡群

石丸古川遺跡 飯倉向江遺跡、 大牟田古墳群

今宿西松原遺跡 影塚古墳群 五十川（新幹線）遺跡

今山遺跡 四箇遺跡 野多目枯渡遺跡

今山・今宿遺跡 次郎丸高石遺跡 野多目前回遺跡

乙石古墳群 高取遺跡 三宅廃寺

金武古墳群 鶴町遺跡 弥永（新幹線）遺跡

草場古墳群 西新町遺跡 老司観音山遺跡

小松ケ丘古墳群 原談儀遺跡、

小葎遺跡 原深町遺跡 〔博多区〕

下山門遺跡 藤崎遺跡 青木遺跡

下山門南遺跡 板イ寸遺跡

十郎川遺跡 〔城南区〕 金限遺跡

拾六町ツイジ遺跡、 大谷古墳群 三筑遺跡

周船寺大久保遺跡 片江古墳群 下月限遺跡

戸切遺跡 片江神松寺遺跡 下月限天神森遺跡

徳永アラタ古墳群 片江辻遺跡 下月限宮ノ後遺跡

都地南遺跡 カルメル修道院内遺跡 那珂深ヲサ遺跡

長浜貝塚 倉瀬戸古墳群 宝i前尾遺跡

野方勧進原遺跡 笹栗遺跡 瑞穂遺跡

聖子方塚原遺跡、 早苗田古墳群 席回遺跡群

野方中原遺跡 j争泉寺遺跡 諸問遺跡

広石古墳群 宝台遺跡 i令泉遺跡

姪浜新町遺跡 七｜浪古墳群

夫婦塚古墳群 干限古墳群 〔東区〕

吉武塚原古墳群 j毎の中道遺跡

〔中央区〕 蒲田遺跡

小笹遺跡 蒲田水ヶ元遺跡

福岡城御腐屋敷遺跡 多々良遺跡
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福岡市の文化財

史跡

名 称 同！？ ギI: I也
国 Jじ冠IW塁 *IR7,,t,, 4 ・i 目、 ,1,-1とI豆I也千1
指 西区今i:lt、術浜、官二本、 q，の
｛ 疋 杉，w、 lei：ィiJ＼、 I出羽i
史 壁悩寺境内 博多区倍II供所町6 I 

湖、 金限遺跡、 博多区金限寸飢j'~＇ i11l 、’f一日焼
十反fj辺I湖、 博多［玄主反HZJ一目、 3寸目

8 1¥',¥jl{;J劫＆leJI、 •l•'J.と l豆：1減I村

件 丸 IIN山古川 I田区間舟f＼苛
負に場（，主，.tj'( g£j l玄今奇計三f勺人以
'IJ-f・・Ji起H功、 西区Tl・方

十県旨
十，＇；Tl-場ミ（ lif'tu,n 111-J民、

:W:IK同u・,s r目1,J （，！＼＇.、制：阿Jr,,¥'.)

X史E 上lニ.＇Ji王主1i,Y，パユミ｝丙ョ立制： r•Y 多区内多！.＼J{p羽i 4丁目
f色升 （南：只ー.u白｜：坊）

中央区地行 2・r目3 3 閥、 ’＇＂＂グ）.／， l;

5 
・，：，；山／.f王立＝れ :h'~ ( 1111--,;;111奇

西区間』！日•"3"•381 14 
何 安 t'lIt：：蔚一同）
7じ｜同瓜尾ll城 同区フじ阿’f：池のηll

つ門H白tl山~I行t 』 再〈う巳陪己JcfcrJサ 「，.9：多l三六駈 3T l=l 20-37 
斗三主もU1JE 中央区ド地 5丁目 1934 

有形文化財（考古資料）

同ヨ、

名 組、 員数 所イi j也 所有者JW管理者 指定年）j日

金ell 中央区大砧公l岨
(f.11文月連委奴圏王」）

l軌
（福岡市美術館）

制 W•l ,t, II日29.3.20 

銅文f品位（糸島郡前
111司 見込医柿崎6丁目 九州大ザ 日目30.2. 2 

！豆町大寸三芸出土）
内行花文鏡（糸島郡

l耐l陣多区御供所町6-1 盟＂－ t占有 llrl27. 3.29 前原町大字三雲出土）
重
有柄細形銅剣（糸品部
前原町大字三2出土）

l口 博多区御供所町6-1 W1 li,i 寺 日目27.3.29 

要 育制経筒（ff；、筑前回 Ifト
博多区中洲3丁目 fj] 中JL

日目30.6.22 
四王奇F止絞塚出土） 28 3] コレクション
石製経筒 1合 中央区町鶴1丁目31 A’f基g )J'l//司子 llp,j4. 5.27 

文 定形土器（悩岡市
111司
中央区大様2T目

津田藤一郎 IIH42. 6.15 
西医城ノ！血出土） 3 22 
査1日土器（長崎県

中央区大泌公阻化 古岐部勝本町立石 l例 制岡市 日目42.6.15 

唐神出土）
（悩岡市美術館）

Rオ
銅製京I菩！陪経筒（筑
fi,j国四；l寺祉経塚 l合 西区金武1734-8 内本 光 IIP.30.2. 2 

出土）
銭弘似八万四千塔

l基 西区今｛尚51 ？？閥、i l沼44.4.17 
化字あり

細形銅剣鈴箔残欠（志
l和l
東区大字志m占 ；／＇.、 l'ii/Ji判1十j 日目33.7.26 

J'i島大字勝馬出土） 517 3 

(¥l 石造宝怪印t苔 J:1,1; 東区大字志引／／！5173 志れ il•i 神社 日目33.10.29
蒙古碇石 111!1 束区柏崎1丁目221 宮崎’凸 l在］34.3.31 

指 地蔵菩班｛生板，，， l基 博多区ift」止WJ7-8 II;(田弘子 II自33.10.29

Ii! 釧主 6口 博多区住吉3丁目151 住吉神社 IIB33.10.29 

銅it 5口 博多区住吉3丁目151 it T；神社 日目33.10.29
有 蒙古碇石 2刑判 博多区上川端町141 櫛田神社 日目34.3.31 

If, 蒙古碇石 11[!1 博多区博多駅前l丁目299本天寺 IIB34. 3.31 

蒙古碇石 11固 博多区御供所町6-2 瑞応時 日目34.3.31 
丈 蒙古碇右 11国 博多区中呉＂民町 624 普導寺 日目34.3.31 

fじ 蒙古碇石 11闘 博多区冷泉町78 原田高平 日目34.3.31 

康水三年銘先宇板碑 l基 博多区千代町2丁目 古跡捕ま塚保存会 日目48.4.19 
目才 蒙古碇石 1個 中央区舞鶴2丁目527 福岡市 日目34.3.31 

銅鉾銘氾残欠（福岡市 rn剤同区五十川2丁目43 妙楽寺 日目33.7 .26 
南区大字五十川出土）

品定草川形

正平廿一年銘党字板碑 l基除区松島 l丁目128 側時六回出産保存会 日目49.8.12 

高暦三年銘自然石it
字板碑 附自然石吐 l基 博多区麦野6丁目144 日吉神社 H百55.3.10 

宇板碑l基
三角結二神二車馬鏡 ]ffij 博多区井相田2丁目194 福岡市 日目56.3. 3] 

日目57.2現｛I:

所有者又は管理者 指定年月日

長＇，＼ 1.v,J II({ 6 3 30 
(.iD)JII) 
11/{56 3 16 

＇＇.’j 抗日 一、V 11/,44 11 7 
括合 W•J 11{{47 5 17 
r1,•; 1/f;J 11/{51 6 21 
台，＇， j;Y;J 11/{32 8 29 
1'/J ｜判 llf{ 3 2 7 
廿，.； I品l 11/142.12 15 
行，＼ l尚 11/{50. 6 27 

九1 I尚 11?'.31 7. 28 

1'/,¥ 1,V;J II「l35 1 12 

iY• i1Mi lli':{38. 5 4 

'' 1% ヨ£ i'l u,140. 4 G 
苦詰 Wl 1台，.. ., A吃

ム= 
11',¥ l吋 ll/{43. 2 3 

f行~： l ｜｜刈吋 11/{49 8 12 

" i府49 8.12 

福岡市埋蔵文化財センタ一年報

第 1号 昭和56年度

1982年 5月31日発行

望者福岡市埋蔵文化財センター
干816 福岡市博多区井相田二丁目 l番94号

TEL  . (092) 571-2921 

印刷祥文社印刷株式会社
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開館時間

休館日

入館料

駐車場

-,, 
、ー．． 喧芝’
フR 内

9 : 00～ 17 : 00 （入館は16: 30まで）

毎週月曜日

年末年始（12月28日～ l月4日）

／但し団体で見学される場合は、1
無 料 （あらかじめこ’連絡ください。 j

乗用車13台、大型パス4台駐車可

案内図

品 f自＼ l福間j
駅多 ：簡書

;l ~1 

．西鉄パス（行先番号⑩ ・＠）

那珂団地入口（埋蔵文化財センタ一前）下車

．西鉄大牟回線雑制議駅から徒歩約14分

聞国鉄鹿児島本線南福岡駅から徒歩約19分
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